
ポルトガル語Ⅰ

科目名
担当教員

(研究室番号)

可

可

科目
目的

到達
目標

回
授業
方法

１回 ロッシ
講義
演習

２回 ロッシ
講義
演習

３回 ロッシ
講義
演習

４回 ロッシ
講義
演習

５回 ロッシ
講義
演習

６回 ロッシ
講義
演習

７回 ロッシ
講義
演習

８回 ロッシ
講義
演習

９回 ロッシ
講義
演習

10回 ロッシ
講義
演習

11回 ロッシ
講義
演習

12回 ロッシ
講義
演習

13回 ロッシ
講義
演習

14回 ロッシ
講義
演習

15回 ロッシ
講義
演習

授業
形態

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP） 関連する

DP

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

実務経験を活かした教育の取組

再試験の有無と
基準等

不合格者は再試験を受験することができる。

選択
単位数
(時間)

1(30)

Ｃ　多様な考え方や文化的背景を持つ人々の特徴に応じて、自らの看護活動の必要性や方法を説明するための
　　コミュニケーション能力を有している。（技能・表現）

Ｂ  人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

三重県に住んでいる多くのブラジル人とコミュニケーションが取れるようにブラジルポルトガル語の文法と会話の基礎を学ぶ。
また、医療現場で使われる実践的なポルトガル語用語を学ぶ。

１．ポルトガル語文法の基礎を理解し、簡単な会話ができること。
２．基礎レベルのポルトガル語の文章を理解できる。
３．ブラジル文化及び在日ブラジル人の事情を理解する。
４．医療現場におけるポルトガル語の基礎を学ぶ。

演習を多く取り入れます。学生には積極的に参加してもらい、ブラジルポルトガル語を楽しく学ぶことを期待してい
る。
言語の学習だけではなく、ブラジルの文化やブラジルと日本の関係・歴史を紹介する。

ポルトガル語Ⅰ(基礎)
Portuguese Ⅰ

ロッシ ウィルソン
（非常勤）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

主要なDP

備考

成績評価方法
(基準)

期末試験（５０％）、課題（４０％）、出席（12回以上＝１０％）

1年次
前期

科目
区分

教養・基礎科目 
選択
区分

講義

科目等
履修生履修

年次

学　　習　　課　　題

課題の内容は授業時に説明する。

ポルトガル語を通じて、広い視野を持ち多様な価値観を理解できる医療従事者になってほしいと思います。

主担当
教　員

教科書
香川正子.ニューエクスプレスプラス　ブラジルポルトガル語.白水社,2018.

参考書等

兼安シルビア典子.ブラジル人による生きたブラジルポルトガル語初級 新訂版.同学社,2019.
武田千香．ブラジルのポルトガル語入門．三省堂2001.
※授業時に適宜紹介する。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

学習項目 学習内容

 ・アルファベットの読み方
 ・簡単な自己紹介とあいさつ

・コース案内、成績評価方法の説明
・文字と発音、挨拶と自己紹介

 ・「Ser」動詞の応用と活用
 ・人称代名詞(私、貴方、彼/彼女、私達…)

 ・ポルトガル語の数字の言い方
 ・日付、月と曜日、金額の言い方

 ・男性名詞と女性名詞、単数形と複数形）
 ・「これ、それ、あれ」、「私の～」

 ・「Ter」動詞の応用と活用
 ・形容詞の応用、定冠詞と不定冠詞

 ・「Estar」動詞の応用と活用
 ・「Estar」と「Ser」動詞の応用の違い

 ・「Gostar, estudar,chegar,comer, beber,
 partir,assistir」動詞の現在形活用と応用

 ・「Ir」動詞の応用と活用
 ・「Ir」動詞を用いて未来を表す

・「Ser」動詞(～である)
「パウロは学生です。彼はブラジル人です。」

・数字、日付の表現、月と曜日の名称
「今日は4月12日です。金曜日です。」

・名詞の特徴、指示代名詞、所有形容詞
「こちらは私の友達のペドロです。」

・「Ter」動詞(持つ、いる/ある)、形容詞、冠詞
「私は兄弟が二人います。」「黒い猫がいます。」

・「Estar」動詞(一時的な状態、位置)
「私は頭が痛いです。」「母は家にいます。」

・規則動詞の現在形の活用
「私は小説を読むのが好きです。」

・「Ir」動詞(行く)、未来を表す表現
「明日買い物に行きます。」

 ・「Fazer」と「Querer」動詞の応用と活用
 ・予定を尋ねる/受け答えること

 ・時間の言い方
 ・動作が行う時間を表す

 ・学んだ動詞の完全過去形の活用
 ・過去の時点で行われた動作を表す表現①

 ・「Poder」と「Saber」動詞の応用と活用
 ・可能性/、許可、能力を表す表現

 ・現在分形と現在進行形表現の作り方
 ・現在形と現在進行形の応用区別

 ・動詞の命令形の作り方
 ・命令/依頼/指示の表現

 前期に学んだ文法事項等の復習

・「Fazer」動詞(する)、「Querer」動詞(欲する)
「明日、何がしたいですか。」

まとめ

・動詞の命令形、依頼や指示を表す表現
「毎日、この薬を飲んでください。」

・現在進行形(～ている)
「雨が降っています。」

・時間の言い方
「電車は19時15分に着きます。」

・動詞の完全過去形の活用と応用①
「先週、大阪に行きました。」

・「Poder」動詞(できる)、Saber「動詞」(知る)
「タバコを吸ってはいけない」「英語が話せる」


